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研究研究研究研究のののの背景背景背景背景････目的目的目的目的

本県の海岸砂丘地にはクロマツ林が造成され

ています。このクロマツ林は冬季の季節風や飛

砂などを防止し，我々の安心，安全な生活を保

全しています。ところが，近年空中散布の中止

などによって再び松くい虫被害が拡大しており，

海岸クロマツ林の再生が大きな課題となってい

ます。

本研究では，効率的で確実な海岸クロマツ林

の再生方法について研究します。

研究内容研究内容研究内容研究内容（（（（松松松松くいくいくいくい虫被害跡地虫被害跡地虫被害跡地虫被害跡地にににに進入進入進入進入するするするする植生植生植生植生のののの把握把握把握把握））））

松くい虫被害跡地に自然に侵入してくる樹木を調査します。そして，この樹木が侵入してく

る条件や量などを把握します。

①調査区：15調査地を設定。1調査地あたり10m×10mの区画を3個設置。

②調査項目：侵入した樹木の種類，大きさ，地表面の被覆率など

③環境要因：汀線からの距離，標高，土壌養分など
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松くい虫被害跡地に自然に侵入したマサキ松くい虫被害地

研究成果研究成果研究成果研究成果のののの活用活用活用活用

この研究によって，松くい虫被害跡地に自然に侵入してくる樹木を有効活用することが可

能になります。このため，経費の高い植栽を極力減らし，効率的な海岸クロマツ林の再生が

可能になります。


